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ャップ長を 50μm とした平板型オゾン発生器を用いて、 300 g/Nm3 を超える高濃度オゾンの生成を世界で初めて実
現し、酸素を原料ガスとするオゾン発生器の性能を飛躍的に向上させている。
また、従来のオゾン生成・分解モデルに加えて、オゾンの電子衝突解離速度の電界強度依存性を考慮した新たな解
析モデ、ルを構築し、このモデルによる解析結果と実験結果との検証を行っている。実験では、放電ギャップ長、ガス
圧力、放電電力密度や冷却水温度といった動作ノfラメータが与えるオゾン発生特性への影響を明らかにしており、本
モデルによる解析結果は実験結果と定量的に良い一致を与えることを確認している。
以上のように、本論文は無声放電式オゾン発生器におけるオゾン生成/分解過程と動作パラメータのオゾン発生特性
に与える影響を解明して、オゾン発生器の性能向上に対する指針を明確にしたものであり、博士(工学)の学位論文
として価値のあるものと認める。
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